
研修の目的やプログラムの流れ、実車走
行の要領などについてオリエンテーショ
ンします。

一般道路上の設定コースを運転していただきます。途
中、いくつかの評価ポイントがあり、受講者の運転行
動を計測します。

再度運転データの解析結果を配布し、
運転行動の変化を確認、個々のアドバイ
スを行います。

受講者全員に見られた共通課題や、研修で見られた
改善結果、また今後に向けた目標などを話し合ってま
とめとします。

オリエンテーション1 第１回走行2

走行結果の解析と指導3 第2回走行4

第１回と第２回の比較検討5 まとめ6

・料金はお一人様、１時間あたり5,400円（税別）となります。
・上記は基本的なパターンですが、各企業様のご要望に応じて1回走行での研修も承ります。

玉野自動車教習所

詳しくは玉野自動車教習所HPまで

受講者の皆様に自らの運転行動をしっかりと見つめ、安全意識を確実に高めていただくために、
研修は2回の走行を基本としています。

玉野自動車教習所 交通安全教育センター公
認

事業・社員を事故から護る

IT技術で
ドライバーのクセや欠点を
見える化！

オブジェ

運転行動をグラフで解析！

県下初導入！

受講者に「評価結果報告書」を配布。走行結果から得
られた日頃の運転のクセ、安全確認の深さや危険予
測行動をしたかなどを指導します。

第1回走行の問題点やアドバイス
事項をふまえながら、同じコース
をより注意深く再度走行します。

● 岡山県公安委員会公認の教習所として、「Best Safe Driver」の養成を目指しています。
● 三井造船株式会社が100%出資する三友不動産株式会社が運営しています。

玉野自動車教習所公
認

安全運転研修のモデルプラン

〒706-0132 玉野市用吉1697-1 0120-210-611
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交通事故の大多数は確認不足・不

注意など「安全運転義務違反」

が原因。ヒューマンエラーに

より発生する事故は、ドライ

バーが自らの運転習慣を見直

し、安全意識を高めることで、大

きく低減することができます。

一人ひとりの確実な「気づき」を促す実効力の高い研修で多くのメリットを実現

各センサとGPSアンテナ（右下）

運行管理者・安全管理者様へ ドライバー様へ

モーションセンサ+GPSを装着し、
車やドライバーの挙動を計測。

Objet研修のメリット

ドライバーの意識改革を促す安全運転研修で、
企業のリスク低減・経費削減をサポート！

人的損失
従業員の負傷や精神的ダメージによるロス
代替人員の手配にともなう負担増加
事故処理に要する人的・時間的なロス

経費負担増大
損害賠償にともなう保険料など

経費負担の増大

物的損失
車輌や商品・備品の欠損

によるロス

企業の社会的責任（CSR:Corporate Social 

Responsibility）や、法令遵守（コンプライアンス）が

強く求められる現代社会。交通事故が及ぼす経営的

損失や、問われる責任がますます大きくなっている一

方で、事故を未然に防ぐ取り組みを進めることで、企

業の利益や社員の生命を護り、また社会的責任を果

たしていくことができます。

企業イメージ
社会的信用の失墜や
顧客の流出

事故

CSRやコンプライアンスの
視点からも、より実効性の

ある事故防止策は喫緊の課題。

■平成24年中の交通事故の発生状況
　(警察庁交通局)より要約

経営者様へ

事故原因の75％は
確認不足・不注意によるものです。

県下初！ IT技術でドライバーのクセや欠点を見える化！
ドライバーズドクターObjetを導入。

Objetの詳細を動画で紹介しています。 詳しくは玉教webサイトで。

［計測項目］
● 左右確認の回数・タイミング・確認時間
● アクセル・ブレーキのタイミング
● 走行方向・交差点への進入方向
● 交差点への進入速度

［分析結果で分かること］
● 安全運転に必要な運転行動が行われているか
● 危険を危険と感じられているか
● 身についた運転習慣やクセを見つけ出す
● 危険な場所での運転行動
　・安全確認行動 ・減速行動 ・漫然

計測結果を総合的に分析し、
客観性のある数値で評価。

総評/危険回避運転の達成度
A～Eの5段階で！

波形でわかる運転行動（解析グラフ）

良いところ、注意点、
要改善点をハイライト表示

ひとたび事故が起きると、
　　　　企業の損失は計り知れません。

安全運転義務違反

75.4%

その他の違反

24.6%

●普段の運転行動を客観的に
　分析・評価し、自分では気づ
　かない“癖”を洗い出します。

●数値や視覚による明確な診
　断により、自己改善への意識
　が高まります。

●自社での交通安全教育で
　運転手の問題習慣の指摘・
　矯正に役立ちます。

●交通安全への気づきを促し、
　リスク回避行動への誘導と
　改善力のレベルアップを図
　れます。

●事故リスクを減らすことで、
　経費削減できます。

●企業の社会的責任も果たして
　いくことができます。
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